
早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和６年度 第１回会議
開催日時：令和６年６月２０日（木）14:30～16:30

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

西田会長 挨拶

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

❖広島東警察署 … 関係機関との協定締結、装備資機材の拡充

各システムの充実、地域での巡回活動

❖東消防署 … 広島市危機管理室への業務移管、災害対応

機械器具の追加配備、訓練の充実

❖東消防団牛田分団 … 災害対策機材の追加、消防隊との訓練強化

❖東区地域起こし推進課 … 危機管理室新設、避難情報発令基準見直し

防災まちづくりの取り組みの新設

❖東区地域支えあい課 … 難病の保健活動手引き、人工呼吸器使用者

への個別計画作成、地区担当保健士制度

❖広島市立早稲田小学校 … マイタイムライン配布、防災学習の取組み

避難訓練（土砂災害）の実施

❖東区社会福祉協議会 … 連絡調整会議の定期開催、災害時のホーム

ページの運用方法、ＩＣＴの利用拡大

❖牛田・早稲田 … 高齢者施設のＢＣＰ(事業継続計画)作成と

地域包括支援センター 実効性のある訓練への支援

❖早稲田公民館 … 一時避難場所での利用、地域との連携強化

❖東区医師会 … 安否確認の実施、初期治療対応への取組み

❖広島電鉄(株) … バスロケーションシステムの導入

❖ＮＰＯ法人イマジナス … 学生ボランティア活動支援、地域との連携

❖早稲田女性会 … 地域での活動の充実、勉強会の開催

❖早稲田学区社協 … 地域での防災に関する活動の充実

令和６年度最初の地域防災プラットフォームでは、今年が平成２６年８月に発生した広島土砂災害から１０年となる

ことから、当時の災害対応から現在までに地域防災への取り組みがどのように変化したか各機関・団体より報告して

いただきました。また、参加団体であるNPO法人イマジナスさんによる能登半島地震の被災地支援のための物販と募金

活動も行われました。

３．平成２６年広島土砂災害から１０年に関する意見交換

能登半島地震の被災地支援のための物販

２．早稲田学区 令和６年度の地域防災活動の取り組み方針

【災害後の変化について】

４．参加者からの情報提供

１）東区地域起こし推進課

・防災無線の高齢者への無料貸し出し

２）ＮＰＯ法人イマジナス

・能登半島地震の被災地支援の報告会開催

５．その他

●ＮＰＯ法人イマジナスによる能登半島地震の被災地支援のための物販

参加者による意見交換（東消防署）

参加者による意見交換（東区医師会）
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